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平成17年度実験・実習櫛間開会に参加して
技綱l 第2櫛街室 化学計測班 和美藤田
「平成17年度実験・実習技術初伊詮Jは鳥取大学工学部で平成18年3月2日から3日に開催されましたa
今までの揃糊究会は大学・高専や拶院機関場筋する技棚議員時姉発表を行い、討論等を通して技術力を
高めるとともに技祢鵡員柱匹の交流と線建を深めてことを目的に活動してきましたが、今恒断たに「実験・実習
出師移桧」を独立して別個に立ち上げ第1回目となりました。
私はこれで機器・分析闘部所治では東北大学での発表から連続7回目の口頭発表であります。
機~g ・分析夜術研究会は回を重ねるにつれて発表内容にも変化を感じています。
鳥取大学で開催された今回の事院会は工学部の技術璃損が一丸となって会の運営キ樹ラに取り組んでいました。
この揃開究会と開催日時が同時に岡崎の分子科学研気街が主催する第 17回分子科学即断揃開発会も開
催されましたが、参加は員は全国の大学・高専から 240名を超え、予定していた会場だけでは口頭発表件数を
川糊じできず2箇所に分散しての口頭発表でありまし? 哨 個・4躍を掛さしt 、・
ポスター発表と合わせて 101件にのぼり
大変な盛況振りでした。
それぞれの発表は口頭発表が53件でポス
ター 発表が48件でした。このおE術帝移桧
でも大学・高専制蛇行政法人化後では大
学・高専に働く出初隊員の職務利潤、大
学の特徴を見出そうと努力している様子
がひしひしと伝わって来ました。
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蔵丘の揃糊究会では、学長自ら消槌jの言葉を申されその中では大学・高専においてもr術職員が「教育・
研院に深く携わっていて大漆室要な職種であるjと、開催された大学のトップか言狩コれています。また、懇親
会には学長、学部浪、事務局長、技術部長も参加して頂き、全国から参加してくる技術職員を蹴息しています。
この技術綬桧の発表内容では従来型の欄苦・装置の目幌、装置の維持管理と大学の実験・実習に防する業
評謝国について、大学の労働佼全に対する技術商損の関わりについてと、多くの高等専門学校での授業・実験
支援での取り組みについての事防績がありました。
指 脱
樹府部 技革路 誤l
樹中筋移桧」 ました。
間移桧 学・高 砂 に頚筋する技術職員時摘発表を行い、討 出荷カ
術職 梓 親睦 巨噺
指悶冴究会」を独立して別
操 出問究会
íI・分析揃前月究会は回を重ねるにつれて発表内容にも変化を感
研究 慣
崩節前究会と開催日時が同時に岡崎の分 筑新 窃院苛崩問形桧
劉日人
I削七 ての口頭発表でありました。 43F 旬
若撮
技 研拶
制虫立行政 仕談
働 下珊員の職務や儲リ
W昭電(PI~L
1町~求ま大将川判制。J
t埠5i J~な'均
&IB義
' 1合'世 日 ♂t a師側傍訓
自傾~?I't ) 
・ 耳附tt6'Hb'Jj~刷 J :'aJ 
dMIJTL6d . 4・"__~;， -，i 
.ニュアルth帥いSH，L -I噌
. ~夕刊 ~\.IX.J;~~~ν " 
Jキfz;fgELV1 44Z，z
(i1fl1'o1M - .l... 
.い..，Il '?" 
..dUljJ.Y .，' ，1'" ， ~' 
1'1 t" い，〆
'.". ~ ヲ
eペv-Ja〆‘勺e~ν〉ν，
T t;v 戸..af~ f 
蹴の脚冴究会では、学長自らカ戦m 大学・高専において揃職員が
変重
長 量陪隈
体琵表会の発表内容では従来型の欄苦・装置の開発、装置 憶
王手訓固について、大学の労傍妓塗に対する技術商損の関わりにつ
例発表がありましたa
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技術職員の存在は大学の中での重要性を感じているようです1s，便平u屋さんだから利用するのではなく教育・
砂院を支える独立し却機種として位置づけを行うことが大切だと思います。大栄高寺での学生の教育.lif院
の機関として実験・実習を通して技術璃損がどのように関わり、評価を受けt玄術職員としての働き甲斐のある
職密であることもE重要であります。
独立法人イt樹立大学の地域貢献、祖会期防滞楢となっています。このような背景の基で今後の指陪Eの取
り組みを先取りした発表では小中学往を対象にした、ものづくり教育や倉自重工学センター への技術支援などの
事例カ第百トされました。
この技術研究会では私が今まで取り組
んできた反応熱量計を用いた重合反応の
反応熱解析について口頭発表を行いまし
た。
私以外の方も遠慮することなく全国の
技術職員カ深まるこの種の技術移開会に
参加し発表を行い、意見法活Eをしてほしい
と思います。
意見交換Aのセレモニー の鏡劉り
ややもすると、 一人寂しくひたすら開いているだけになりカちで拘t全国の校術職員の輸に力酌ってたくさん
の仲間を作って自分たちの教育・研究の分身での日ごろの問題点や測定方法について議論を深めてほしいと思
います。私は疑問に思ったことは積極的に質問を行うように心がけています。興味がある発表に対しては質問
をしようと思え防総えず集中して聞いる必要があります。私の座る場所は発表者がよく見えるところに陣取っ
ています。私は出符研究会に出かけるのに苦痛を感じません。今までに参加した全国の夜術職員と会えること
を楽しみに校術研修桧に劉日し、多くの友達かできたことカねの宝です。
安定術職員一人一人が自分自身の大学での仕事の関わり方を紹介し積極的に発表を行ってほしいと思います1Jt.
今までにもぜ柿院治で発表される方料壮い事班総であります。
紙面の関係で実験実習旋術研究会についての詳細は省略しますが口頭発表題目と発表代表者のみを締干して
おきます。
全国の大学・高専で働く校体瀬員;が教育・研院に関わり、地域にどのようなアプローチで貢献できるか模索
している事例が含まれていると思いますので興味のある方は報告集を見刀頁きたいと思います。
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